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学 校 だ よ り

鴻巣市立鴻巣西中学校

鴻巣市大間１１６１番地

第２号 令和３年５月６日

「静」で始まり「静」で終わる一日 ～「朝の読書」と「帰りの視写」で～

校 長 服部幸司

左は、１年３組の朝読書の様子です。毎朝、
登校後8:20に各教室を訪れると、１年生から３年
生まで全校生徒が真剣に本を読んでいます。
正に、「静」で始まる西中の朝です。

下は令和３年 ５月 ３日 (月 )の埼玉新聞コラム
「さきたま抄」の冒頭部分です。▼～▼までの
部分は、私がひらがなに直したもの (句読点、「」等

省き、「勃発」だけ漢字 )ですが、スラスラと漢字かな
交じり文に直せるでしょうか。→答えは矢印の下です

１の３朝読書の様子〈令和３年４月３０日(金)朝〉

本校では昨年度から『コラム視写』
に全校で取り組んでいます。(火)～(木)
の帰りの会始まりの５分間です。
新聞のコラムは、決められた字数で

タイムリーな話題が的確に無駄なく表
現されています。しかも、読者に対す
る記者の「静かでありながらも熱い思
い」が語られ、生徒の人格形成にも資するものも多くあります。

■新聞のコラムは、決められた字数でタイムリーな話題が、的確に無駄なく表現されています。

本校は今年度も、朝の読書と帰りのコラム視写で、「静」で始まり「静」で終わ
る一日一日を実現し、学力向上を目指し、上のようなコラムをひたすら視写します。
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